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6５ 
『百姓マレイ』
ものである。
遠い縁戚の葬儀のあと、墓地にひとり残ってぼんやり墓石に座っているうちに、いつの間にか横になって忘我の
境に入っていると人声がする……それは死者たちの声であった。彼らは腐りゆく過程でなお意識をたもつ。墓の
なかでもなんの”変わったこともなく“現世と同じ階級が保たれ、虚飾がつづく。彼らは「永遠の眠り」につく前
に、もう一度意識を取り戻し、一一、三ケ月から半生，生きてそれから本当に死ぬらしい。
死者の一人、哲学者プラトン．一一コライヴィッチの説によると、「現世の死は本当の死ではなく肉体は墓地でも
う一度生き返る」１－生命の残りが一つに集中する。だがそれは「ただ意識のなかだけ」で「すべてが意識内の
どこかに集中されて一一、三カ月、時には半年も継続する」。
ドストエフスキー五五歳の小品『ポボーク』は気になる作品である。『作家の日罰匪には『おかしな人間の譲雰
口姓マレイ』『おとなし墜畳等いくつかの重要な短篇が載っているが、『ポボーク』はこれらとはまた、異質の
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6６ 
「ポポーク」とは生命のあかしであると作者は言う。「ポポーク」は死者の豆粒ほどの最後の意識である。存在は
意識であり、意識の喪失とともに存在も消失する。「ポポーク」はその象徴的表現である。肉体の死とともに意識
も消え、意識だけ一一、三週間後にもう一度蘇って短い第二の生を生き、今度は本当に永眠するというのは奇抜な発
想だが、そこには「意識」に対するドストエフスキーの深い恩入れがこめられているのではなかろうか。
「意識」こそが存在だという認識が肉体と意識を分離させ、「意識」のみの再生を主題にした物語をドストエフス
キーに書かせた。たとえ豆粒ほどの意識でもそれは最後まで人間に残り、存在をささえる。その再生－－瞬時の
「復活」はドストエフスキーの祈念した永生と冷厳な死の事全くとの交差点上にある。
「冷たい地殻のなかで何千年も何万年も無意味な公転をつづけるためだけなら、人は何故このような高度な意識
を』うえられる必要があったのか」と後にチェーホフも類似の発想を口にしたが〈『六口寿壼乞、「意識」の問題は終生
ドストエフスキーの脳裏から離れなかった。ドストエフスキー作品の主人公たちにとって「意識」の処理は生き
方と同義語であった。彼らは厄介な執勧な「意識」に悩まされつづけ、扱いかねながら、そこに他ならぬ自己の生
をみていたのである。
例えば、ほとんど解体してしまった男で六週間に一度だけ空狭笘ポポーク、ポポーク」と咳くが、それは生命が
依然として「目にみえない火花のように燃えている証拠」と死者の男爵は解説する。
生者である主人公の牢狭へのくしゃみで死者たちのおしゃべりは「夢のように」梢え失せてしまう・・…・
この一命妙な話をドストエフスキーがあえて渥畉家の日記』にのこした意図は何だったのか。死後も俗世の権威、
慣習が保たれるほどの人間の俗物性を作家が椰擶しただけなら、この小篇は傍流の読物にすぎなかろう。しかし、
「ポポーク」という死者の低音はそのまま残る……
生命の残りが「意識のなかだけ」医媛存し「すべてが意識内のどこかに集中されて」、「ポポーク（豆粒）」とい
う咳きに葱ろとドストェフスキーが書いたとしたらｌそこにモチーフがあるとしたら作品の意味は違ってく
る。
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「意識」の問題を正面から最初に取り上げたのは地下生活者である。彼は「意識の過剰は病気である」というテ
ーゼで自己の存在を定義した。彼は現実の生活にどうにも当てはまらない”居心地の悪さ“に業を煮やす。彼が
「穴蔵」に逃げこんだのは、そこにしか気ままに過ごせる空間はないと信じたからであるが、その信じこみ方が何
よりも自意識過剰なのである。「石の壁」、「二一一ヶ四」、「科学的合理主義」‐ｌ込珈理的に彼を穴蔵に追い込んだも
のは一一、三にとどまらないが、それは彼の口実にすぎないのかも知れない。
穴蔵から地上の世界を観想するというのは蟹の発想である。この世に容れられない小心な人間は、自分の「自
由」を後生大事にかかえて地下に潜っているのである。彼は「石の壁」があるから穴蔵に安心して潜っていられる
ｌ「石の壁」は不倶戴天の敵ではなく無二の友なのだ．「洞の壁」に対立する「自閉」が彼を生かしている．そ
こだけは絶対自由な安心できる唯一の空間という蟹の発想が彼の意識なのである。
科学的合理主義の支配する世界、「滴の壁」Ｉ「二二ヶ四」が巾をきかす地上の世界を地下から睨み返して否
定の姿勢を示す、という言い方はある。だが、彼が何よりもこの世界が気に入らないのは、世界が自分の価値を認
めないからである。彼の人間としての存在を鉦視しようとする「石の壁」と執鋤に存在を主張する「地下生活者」
の緊張関係が彼を生かしている。彼の生の意識はつねに「石の壁」とともにある。
自分が「何者でもなく何者にもなれない」ことを地下生活者は知っている。しかし、それを「世界」の方から言
われたくはない。それは大きなお世話なのだ。「何者でもなく何者にもなれない」から彼は苦悩しているのである。
それに「何者でもなく何者にもなれなどことは”名誉“でもあるのだ。ノーマルな「直情径行人」のように生
の意味も目的も既成の相対的なもので済ますわけに行かない。「石の壁」は信仰の対象ではなく、彼の生の緊張関
係を保ちつづけるそれなのである。その自覚のうえに自己の生活はあると地下人は信じている。「賢い人は何者に
Ⅱ 
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それもこれも過度の「意識」のせいだろうと地下生活者は考えている。つきつめると、生の本来無目的を承知し
ながら、いま生きていることのズレの意識にその根源はあるのだろう。ノーマルな、直情径行人にはこの意識は無
用である。この「意識」をどう処理するかに人生がかかっていることなど彼らが知るわけがない。「意識の過剰は
もなれなどというのが「レトルトの人間」の祇學なのである。
自分が何者であるか１１と宗一義することはその時占捲当日この生を完結したことになる。その範囲内でその限界で
……地下生活者はその薄弱な生を真の生と認めることを峻拒する。固定された生は生ではない。レトルトの人間が
ノーマルな人間を「オルゴールの釘」と呼んでいるのはそういう意味なのだろう。
「自分は何者であり何者になれるか」という問は、劣等感上司妙な優越感の入りまじった形で地下生活者のなか
で繰り返されていく。彼は鋳型の生には人間の生命はないと断じ、〃気紛れ“の発想のなかに自分の在るべき〃姿〃
をみる。「何者でもなく何者にもなれない」にしても”気紛れ〃が実現する限り自分の人間として２仔在は保たれ
る。それは規定された人間の一仔在のかたちからの脱出、逸脱を意味する。その背後にあるものは退屈である。女奴
隷の胸に刺した「クレオパトラの金の針」は『地下室の手記』のキーワードであろう。
この作品全体をおおうものは「退屈」である。「退屈」の後には虚無がある。主人公にとって「退屈」が何より
もいとわしいのは、それが彼の生活｛騨筧を奪うからである。この｛勝覚が失われれば、生の実感も消失する。地下生
活者があれほど歯痛にこだわるのは、歯痛には生Ｑ懸覚が抗う術もなく横溢しているからであろう。この｛懸筧が彼
を支えており、一騨筧が鈍ると不安になってわめきだす……
地下生活者は自ら認めているとおり、過度に自己に執着する。賢い人間が満足して語れるものは「自分のこと」
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る。「石の壁」との〃対決〃もこの範鴫に入る。卸鞘心によって「石の壁」を形而上的に否定しかえすことはさてお
いて、彼は「石の壁」を見つめているからこそ生きていることもできるのだ「１１それがなければ退屈のあまり死ん
いて、彼は「石の壁」夫
で１壬うかも知れない。
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三年後イッポリートが現れる。彼は中年の地下人にくらべて屈折の鶏のない、純粋な若者である。イッポリート
は先人の提出した問題を整理して「我在り」の意識の問題一本にしぼる。彼には地下生活者の悠長な時間はない。
彼は人間の存在を規定しているのは、死への時間であることを痛切に感じている。
イッポリートの田宝吾はすべて死を軸にして回転する。地下人の主張する自由はあくまで生への自由であり、退屈
を破る気紛れも「不合理な生への意欲」なのである。貧欲な生命への渇望に苦悩しながら「石の壁」を見つめてい
るのが地下生活者ならば、｜刻一刻死への時間を意識しながら「マイエルの壁」を凝視しているのがイッポリート
なのである。彼には穴蔵生活者の自由も余裕もない。「退屈」などは賛沢の極みなのだ。
当然のことながら地下人の自己への執着には死の影はまったくない。イッポリートは自分に執着すればするほど
「何故目分だけが？」と考える。「訳のわからない宇宙のプラス・マイナスのために」自分の生命が抹消されなけれ
ばならないとしたら、主体的に自分の終りを全うしたいというのが彼の考え方である。イッポリートの自由は死へ
病気である」とレトルトの人間が言うとき、作者はこの近辺を祐復っている。ドストエフスキーは『地下室の手
尋畔ではじめて「意識」２爆幹に触れたのである。
生の無目的の認識と旺盛な生活欲のズレがレトルトの人間の意識だとすれば、レトルト人１１地下生活者の意識
はまだ絞りきれていなかったと作者は考えたのであろうか。地下人はこの意識を処理しない限り生きて行くのは難
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い
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彼には自分が「何者であり何になれるか」というドストエフスキー作品の先人たちを悩ました間はない。イッポ
リートは自分が余命二週間しかない重篤の肺患患者であり、「何者」にも最早絶対になれないことを知っている。
イッポリートには今だけがあり、現在だけしかないことを自覚している。
地下生活者には時間の意識はない。むしろ限りなくつづきそうな退屈な時をもてあましているだけである。レト
ルトの人間にはノーマルな人間が鈍感にみえ、イッポリートには地下生活者が呑気に思えるだろう。
ドストェフスキーはイッポリートの時間を限ることによって、地下生活者ではやや暖昧だった問題の筐苫瞥絞ろ
うとした。生がただ無機的に流れていくだけの時間の堆積にすぎないとしたら、今瞬間瞬間を生きつづけていると
いうことは何なのか。生に意味を求めようとするのが人間の宿痢であり、生に執着するのが人の本性であるなら
ば、意味が見出せないかぎり、人の生は宙に浮く。人はこのズレの意識に苦悩する。観想的惰性に沈み、自虐の状
態に浸っている余裕はないのだ。
世界がどうあろうと、ただ「我在り」という意識だけはどうにかしなければならない。イッポリートのつきつめ
た想いに作家の意識が重なる。
うとする。
イッポリートは自分が「中間的一任在」であることを熟知している。答が得られないことを知りながらなお「物自
体白の世界に触れようとする存在がいかなるものか承知している。しかし、死への恐怖と不安が彼の差し迫った問
の祷緬上をする。イッポリートは生のなかにいながら、死のなかにいる。自分が今、生きつづけている生は生のな
かだけではわからない。彼は死への「被選別幸Ｐであり、死の逆光線をとおして人間の存在の本質を明らかにしよ
こう想像した方がはるかに正確であるｌなにかしら全体としての宇宙のハーモニーを充足させるために、
なにかのプラス・マイナスのために、なにかのコントラスト等々のために、ぼくのとるに足らぬ生命、アトム
の生命がただ必要なのだろう、と。
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「我在り」という「意識」が「与えられた」ためにこれまで人間は望みもしない重荷を背負ってきた。それは
「物自体どの世界に触れることすら不可能な人類には到底害昌只いきれない重荷なのだ。何一つ本質的なことは知ら
されず、問のみ発せざるを得ない｛煩命を人間存在が担うとしたら、それはやはり「懐に合わない」というものであ
ろう。のちのイヴァンの台詞はすでにここに準備されている。
問のみあって答の用意されていない世界は欠陥世界であり、関知しないというのがイッポリートの認識であろ
う。世界は勝手に世界として存立したらよい。ただ「我在り」という意識だけは、「与えた」責任をとってもらい
たいというのがイッポリートの姿勢である。しかし、彼は自分の言葉になんの答もないことを知っている。確実な
のは日々迫ってくる死の影だけである。死への恐怖と不安のなかで意識だけが先封報化していく……
自分の十八年の生涯をどう納得したらよいのか。それは十八年前のセミョーノフスキー練兵場で〃金色の光”を
凝視していたドストエフスキーの姿と重なる。今遮叩五分を体験した作家が余命二週間のイッポリートの思いをか
く。地下生活者のはったりも、レトリックもイッポリートには無縁である。
時間のないところで人は余分液ことば考えられない．ただ一つ何をおもうのであろうかｌイッポリートの苦悩
は自分には何一つわからず「自分」は存在し、滅失するという意識である。イッポリートはこの厄介な意識を苦も
なく処理しているらしいムンュキンに目をつける。イッポリートの「いい死に方」というのはこの意識の処理のこ
と
で
あ
ろ
う
。
……しかし、その代りぼくはしっかり承知していろ’｜旦、「我在り」という意識を与えられた以上、世
界が誤謬だらけであろうと、またその誤謬なしには世界が存立していけなかろうと、一体ぼくに何のかかわり
（１） 
があるのだろうか。（戸曰痴』第一二篇七章）
「いや、一つ教えてくれませんか。どうしたら一番いい死に方ができるでしょうかね？．．…つまり、高尚
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公爵が意識を殺しているとも思えない。しかし、この涼しい顔はどうだろう。黙って「傍を通りぬけろ」とはさ
すがのイッポリートも予想しなかった答である。「そうだろうと思っていた」というのは彼の精一杯の強がりであ
公爵にしてみれば、この答は冷淡でも非情でもなく自然のものである。今、イッポリートが「傍を通りぬけ」よ
うが「ぬけまい」がそれは長い時間からみれば、同じことである。生も死も四、五十年のなかにある。イッポリー
トが生き残るものの象徴として憎悪しつづけているらしい「マィエルの家の壁」もその年月の間には、人間たち同
様にこの世から消失してしまうであろう。今、イッポリートに「許してもらう」われわれの「幸福」もそんなもの
でしかないのだ。少し早かろうが遅かろうが、たいしたことではないと公爵は考えている。
イッポリートにはこのムシュキンの想念は無縁のものであり、その言葉は西一一一口としか理解できない。彼には他な
らぬ今、ここで生きているということが大切なのであり、それ以外にいかなる思想も存在しないし、あり得ない。
現在の生だけがイッポリートの関心事なのだ。彼の生への執着と執念は並のものではない。公爵もそこを十全に理
解していたのであろうか。イッポリートのわずかに残された生は、生き残る者たちへの異常ともいえる嫉妬と憎悪
で支えられている。その異常塗騒寛が瞬時瞬時の生を先へのばしているとも言える。
トの意識の対極にある。
ムシュキンは自分の「出処進退」についてなんの意識ももっていないのか、問題にしていないのかｌイッポリ
ートには公爵そのものが謎にみえる。あるがままに生も死も受け入れようとするムシュキンの自然体はイッポリー
ろう。 な死に方がね。教えて下さい！」
「われわれの傍を通りぬけて下さい。そしてわれわれの幸福を許して下さい」
「はははｌぼくもそうだろうと思ってた！きっとそんなふうな言葉が出てくるだろうと思っていた！
（小二
しかし、あなたがたは：。…そのお口のお上手な人たちですねえ」（戸日痴』第四篇五）
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》「ノ○ ドストエフスキーも公爵を〃中間“に挾み、一拍おいたもののイッポリートの緊迫した問をそのまま黙認してい
る
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ドストエフスキーはセミョーノフスキー練兵場で〃金色の光“の北見底にあるものを見つめていた。それは意識を
もつ生きものがその最後にもたざるを得ない最も辛い時間である。イッポリートはその深奥にあるのはただ〃自然
律”だけなのかどうか１１咋圷ろうとする。彼はそこに一繼の望みを託す……
被選別者としてのイッポリートの「抗議」は、彼が絶対者Ｑ仔在をねがっていることとつながる。本心ではイッ
ポリートは絶対者が世界に在ることを信じようとし、「調和」に希みを繋ごうとする。「なにか訳のわからぬ宇宙の
プラス・マイナスのために」日分が現世から除かれようと、「宇宙の調和」から外されようと、絶対者は存在して
くれないと困るのだ。のちのイヴァンなら「絶対者がいなければ絶対者をつくりだす必要がある」と言うである
抗議が虚しく宙に消えることにイッポリートは耐えられない。彼は〃抗議〃に今の自分の全存在を賭けている。
「我在り」という意識が意味をもつのも「無責任」な絶対者がいればこそである。
イッポリートは白狭艸死のまえに自らの判断による作為死１－日死を敢行しようとしている。そういう形で「我在
り」の意識を処理しようとしている。「なにか訳のわからぬ宇宙のプラス・マイナスのために」自分が犠牲にされ
ること日体が絶対者が一任任し、世界を支配している証拠ではないかとイッポリートは確信する。彼の自殺への志向
はこの論理の上に組立てられている。イッポリートはそこに宇宙の意志と「我在り」の自覚とのぎりぎりの一歩も
ひけぬ鰹霊鯉合いをみている。
人間は単なる現存在ではない。少くとも宇宙と等価に対立する意識によって支えられている。イッポリートの底
知れない自負は、自分のような存在を生んだ宇宙はみずから誇りを感ずるべきだとさえ思っているふしがある。仮
想された絶対者とイッポリートの緊張関係がイッポリートの生を生たらしめている。“杷対者が存在しなければ、す
べては悲意的に無機的に流れてゆくだけであり、イッポリートの切望する生の意味もない。
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イッポリートの弱味は生の意味に執着するところにある。それは同時に死の意味をも問うことであり、残された
短い時間のなかで彼の意識は混乱する。イッポリートは何者にも容曝されず自分の手で「我在り」の意識を断とう
人は意識の始原を知ることはない。せめてその終焉だけでも自分自身の決断で決定すべきだと彼は考えている。
他律から逃れて白律の生を確立することをイッポリートは意図する。しかし、自律の生を確保することはそのまま
彼の死につながる。この皮肉な二律背反のなかでイッポリートは苦悩する……
イッポリートに「わが必要な告白」を脅かせた作者の意図もここにある。ドストエフスキーはイッポリートにそ
の道筋を確認させる１１袋小路の意識を破る可能性はないのか。「告白」は錯綜した論理と過敏な感覚との混清の
とする。
虎昨家の日記』に「ポポーク』を載せてから四年後、同誌七七年四月号にドストエフスキーは『おかしな人間の
茜雷を掲載した。この作品はスタヴローギンの再生的な色彩をもつが、おかしな人間はかって先人スタヴローギン
が存在感の喪失に苦悩したようなことはない。彼はこの世のことは「すべて同じだ」という結論に達している。
「見るべきものは見、知るべきものは知った」以上、今更存在感の喪失に悩んだって仕方がないのだ。世界の評価
なかにある。
ただ、明｛
ただ、明白なことは死を目前にした人間の意識の処理だということである。もしイッポリートに長い生があるな
ら、自死の選択をするであろうか。その生き方が純粋なのは彼にはすでに命数が尽きているからである。
ドストエフスキーはイッポリートを書くことによって一つの可能性を究めた。他律をいかに自律化するか。した
たかに生き続ける人間の「意識」の処理はおのずから別のものがあろう。作家はイッポリートをはなれて、また新
しい道を探ろうとする。
Ⅳ 
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５あった。
方Ｉ
の合計はすでに彼なりにすべて出しているｌそれはこの世には存在する価値はないということである．
彼が待っているのは、この世を去るきっかけである。事改まって、もっともらしく別離を告げるほどのこともな
い。偶然に自然に跡形もなくこの世界から消えていけばいいのだ。無意味な生も無意味な死もない。ただ、「偶然
の生」があるばかりならば、もっとも懐疑ぢしい瞬間を、罐えるにしくはない。それは「なにもかも腐らせるような
暗い氷雨が止んで雲切れのした底知れぬ空の奥に一つの小さな星を見て立ち止った瞬間」である。
ドストエフスキーは、主人公が「一つの小さな星」を見て立ち止ったと書いている。「小さな星」はその後の主
人公の運命を暗示している……偶然にみえながらおかしな人間は必然を選んでしまっている。事は彼の思惑とは
まったく違う万向に進んでいく。
予想外の偶韮學が自殺決行の時間を遅延させるＩｌＬ路頭で寒さに震えながら瀕死の母のために助けを乞う女の子
が突如出現したからである。彼の論理では、助力しようがしまいが「同じ」はずなのだＩ－まして自殺を目前にし
ているなら。しかし、少女を追い払ったことがおかしな人間の胸に思いもかけない痛みを残し、彼の回生の契機に
夢のなかの意識をドストエフスキーは現実のそれ以上に鮮烈に描いている。牢狭へ墓が開き、彼は何者かの腕に抱
き抱えられ、あの「小さな星」にむかって、まつしぐらに暗い虚空のなかを飛んでいく……
緑色に輝く小さな星は第二の地球であり、彼はふと自分が見捨ててきた地球とあの少女のことを胸をしめつけら
れるような憂悶とともに思い出す。彼がおりたった第二の地球はおかしな人間が暮らしていた地球以前の地球で
なる。
『ポボーク』のヴァ
ことなのだろうか。
彼は夢のなかでピストル自殺する。墓穴のなかでおかしな男は傷口にあたる水滴で目を覚ます。作家は意識して
小ボーク』のヴァリエーションを使っている。死後の夢のなかでもなお意識は残って人を追いかけてくるという
ドストエフスキーの独自なところは時間の観念である。彼は今、人類が送っている時代はすでに過去に限りなく
Hosei University Repository
7６ 
反復された同一の時間のうちの一回ではあるまいかとさえ考えている。作家の意識のなかでは人類はすでに同じス
パンの歴史を幾度となく繰り返していることになる。その発想からすれば、別の天体で今の文明とは時間のずれた
歴史を歩もうとしている人類が存在していても不思議ではない。それは人類の草創期で、この作の焦点はその時代
の人間の「意識」にある。ドストエフスキーは、現代の人間が「意識」の問題に苦しんでいるのは人類の黎明期の
意識を完全に喪失してしまったからだと考える。そこから現代の人間の不幸が始まったのだと作家は信じているの
であろう。ドストエフスキーが自ら荒唐無稽と語る「黄金時代」への執着は並みではない。その異常とも思える執
念は作家が人類の逸脱の歴史の始原をこの時点に考えていることを示している。ドストエフスキーはこの「黄金時
代」の蟇を両三度語っているＩスタヴローギくおかしな人間ヴェルシーロ７…ドレスデンの画廊での
『アシスとガラテァ』との遭遇は、その重さから言えば、ホルバインの『イエス・キリストの死』に匹敵するかも
しれない。
黄金時代の人々は「意識」を知らない。生も生の意味も意識することはない。生きることと意識することとが別
優しいエメラルド色の海は静かに岸を打って、ほとんど意識的ともみえるばかりの明らかな愛情で、石や砂
を舐めている。高瞥星皐な木々は鮮やかな緑の色をみせて誇らしげに嫌え、無数の葉は静かな愛想のよい畷き
で俺を歓迎し（俺は信じて疑わない）、あたかも何か愛の言葉を語っているかのようである。若草は目も覚め
るような馨しい花々で燃え立っている。小鳥たちは群れをなして空を飛びかい、その愛らしい震えおののく翼
で喜ぱしげに俺を打つのだ。……それはまだ堕罪に減されていない土地であって、そこに住んでいるのは、罪
悪を知らない人々なのだ。全人類の伝説によると、われわれの祖先が堕罪の前に住んでいたのと同じような楽
園に住む人々なのだ。ただ違うのは、ここでは到るところが同じような楽園であるということで。（『おかしな
（『ｊ）
人間の蔬曹第一二章）
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のことではなく、上
有するそれであり、
を吹き抜ける……
この時代の人間たちはとりたてて思想といえるようなものは持たない１１生そのものが思想である。人はみな自
分の行くべき道を知っているから生の意味を問うこともない。
「黄金時代」１人類が自然と、万有と菫していた時代は人類が持ちえた善の時であり、遥か遠く来てし
まった現代からその時代に回帰する可能性を作家は夢想する。それはスタヴローギンの言うように「かってこの地
上に存在した最も荒唐歴師稽な空想」でありながら、やはり存在すべき幻想なのだろうか。
ドストエフスキーの思考のなかで「黄金時代」は彼の偏叶がもっとも明確にでている想念である。有史以来人類
が引きずってきた「意識」の重さがそこに表れているということなのだろうか。
生と白狭が一致していた時代、生と意識が重なっていた時代Ｉｌドレスデンのクロード・ローランの一枚の絵は
ドストエフスキーの夢想していた観念を現実のものにした。意識が人間から離れて一人歩きしはじめて以来、人間
の生は、生でなくなり、生そのものが人間にとって謎となった。ローーフンの絵はこの人間の迷妄を打砕いたのだと
作家は信じた。現代の人々は舗菩愼難しく生きている。それを根底から覆さない限り、人間の新しい未’来もない。
「黄金時代」がただの毒箱ぞ終るならば、人間の、意識との苦闘はまだつづくであろう。ドストエフスキーの「黄
金時代」は単なる作家の幻想ではなく、予言なのかも知れない。
イッポリートの「調和」に対する基本的な姿勢は、直接的にはイヴァンにつながっている。イッポリートの「も
しぼくが生まれない権利をもっていたら、こんな人を馬鹿にしたような条件では存在を肯定しなかったに遠いな
Ｖ 
ただ無意識ともみえる生しか生き方を知ることはない。意識がもしあるとしてもそれは白狭笘共
、人間独自の「意識」とは言いがたい。人間の意識は白狭岱意識と通い合い、お互いの一仔在の中
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イヴァンは絶対者の探索Ｊ埋蔵味の探究も断念してしまっている。それはユークリド的知性しかもたない「三次元
の」人間存在には金輪際手の届かないことなのだ。恋意的に「意味」が与えられ、生が授けられ、また、生が奪わ
れるだけの「被存在」から脱却しなければ、人間の真の存在はありえないとイヴァンは考える。「被存在」から遁
れる方途はこれまで人間が努めてきた思索のパターンを根本から革めることである１１神のかけた〃罠“から抜け
出して神に依存しない人間自身の思考注を罐ュすることである。「汕物自体」の世界の解明の渇望は人間にかけられ
た最大の”罠〃である。イヴァンの発想はその解明の放棄から始まる。
を描きはじめる。
ドストエフスキーはこのイッポリートの無限循環を断ち切る。すべてを知らされない在り方しか人間一任在に許さ
れていないとしたら、その前提から人間は出発する他はないではないか。その面からドストエフスキーはイヴアン
い」はイヴァンの「入場券を謹んでお返しする」の原点であろう。恋意的にこの世界に連れてこられ、また、なん
の「断り」もなく連れさられてゆく。
イッポリートはこの傲岸な”理不尽さ“に腹を据えかねる。そこに「意味があっても人間にはわからない」の
か、それとも何の意味もないのかｌイッポリートの問は終始この周辺をめぐっている．彼は自己の存極の意味不
明に耐えられず、それを意識する自分に耐えられない。「我在り」の意識は客観的には無価値でも、彼にとっては
かけがえのない自己の存在そのものなのである。一切を知らされていないなかで「意識」の重みだけが深まってい
く
…
…でぼくは神を承認する。よろこんで承認するばかりでなく、そのうえ神の英知も、また、われわれには皆
目わからないが、その目的も承認する。秩序も人生も意義も信じるし、われわれがみな一つになれるとかいう
永遠の調和も信じる。宇宙が目指している道、神とともにある道、神自身である道を信じる。その他等々無窮
を信じるよ。
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としても、冷錘
霜？ものだろう。
人間は神とも神の創造した世界とも今や無縁であることを認識すべきであり、それとは別に新しい価値を創り出
すべきなのである。イッポリートが苦しんだ「我在り」の意識も絶対者や絶対者の支配する世界とは異なった次元
で問われるのが至当であろう。
「神の観念さえ破壊すれば食人主義思想を俟つまでもない」１１童心魔との対話でイヴァンが洩らしたこの言葉は
先人たちとは違う次元での価値体系の創造を目論んでいるイヴァンの姿勢を示している。
人はこれまで神の幻影に怯え続けてきた。この幻影を最初に破壊しようとしたのがキリーロフの「入神」であ
る。その意味でこの技師の奇矯ともみえる観念だけがイヴァンにつながっている。イヴァンが「地質学上の変動」
と名付けて再び「入神」を取り上げようと企図したのは、そこにキリーロフの独創をみたからである。「地質学上
の変動」とは大地の地殻変動であり、大地の被創造者である人間のいだいていた価値体系も根底から覆されるとい
うことである。絶対者になりかわることで「投げ出された存在者」の意識を全く変革するということである－－人
間が処理に困り果てていた意識はここに一つの”出口“を見出す。
「我在り」という意識が十全の意識をもつのは絶対者としてある時である。ドストエフスキーは今一度「入神」
の観念をイヴァンに蘇らせ、彼の思想の極北においた。それは「黄金時代」と同様な、否、それ以上「荒唐無稽な
観念」であることは承知の上である。「入神」は、それが可能であるか否かは問題ではないのだ。これまで人類を
束縛し、支配してきた絶対者を頂点とする価値体系を破壊して新しいそれを創造し直すことに意味があるｌそれ
人類がこれまで「物自体」の世界の探究に費やしてきた精力はどれほどのものであろうか。たとえ神が存在した
しても、冷静に考えてみれば何も語らぬ”傍観者“にすぎない。無言の傍観者に問いかけてもそれは無意味とい
……ところがいいかい、ぎりぎりのところで、ぼくはこの神の世界を承認しないのだ。それが一仔在すること
（Ｉ） 
は知っているけれどもそれを承認することは全く出来ないのだ。（『カラマーゾフのロ鋳聾第一一篇五章一一一）
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は神と人類との〃刑離“の婁薮なのである。
キリーロフは、「絶対の自由」を篝するためにｌ死の稀を克服するために神になろうとし、「自殺」によっ
てそれを証明しようとしたが、イヴァンは人類の神の支配から脱した新しい価値体重↑－－人間の依拠すべき粗嘩企莪
の創出のために「人袖凹を考えている。イヴァンの「人袖凸が自殺を前提としないのはこのためである。一見同じ
観念にみえながら、両者の「入神」はその位置づけで大きく異なっている。イヴァンの「人袖些はあくまで神に対
時する左里仕としての存牲である。
神を失ったのちの人類の孤独をドストエフスキーはヴェルンーロフで描いたが、イヴァンの「人神凸は、神とい
一旦人類が一人残らず神を否定してしまえば（この時代が、地質学上の時代と並行しておこってくることを
ぼくは信じている）、その時は以前の世界観、特に以前の道徳が食人肉主義を俟たずして自然に滅び、すべて
新しいものがやってくるだろう。
人々は生が与えるすべてのものをｌただそれはこの世のみの幸福と喜びに限るんだが１－手にするために
一つになるだろう。人間は神のごとき巨大な偲傲さの精神によって抜きんでて、入神が現われる。その意志と
科学によって不断に限りなく自然を征服しながら人間はそれによって天上の喜悦へのあらゆる以前の期待に代
るほどの高尚な楽しみを絶えず感じるようになる。誰もが人間はみな死すべきものであり、復活はないという
ことを承知しているが、神のごと／傘弱り高く静かに死を迎える。
人はその誇りのために、人生が瞬時にすぎないことを恨むべきではないと悟って、全くなんの酬いも期待せ
ずに同胞を愛する。愛はただ生の瞬間だけを満たすが、生が瞬間であるという意識のみが愛の炎をつよめるで
あろう１１かって死後の永遠の愛に対する期待で愛が広がったと同じ程度に。（『カラマーゾフの兄弟』（第四
（５） 
篇十一章九）
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８ うよりもこのヴェルシーロフの想像する未来の人間たちの姿に似ている。イヴァンは人間存在のあるべき股高の形
としてのみ「入神」を考えたのかも知れない。むしろ形而上的色彩が希薄であるのがその特徴であるような感じざ
えする。
あるいは「神のごとき据傲さの精神によって巨大化された」人間は一人であって、他の人類は彼に従うのかどう
か、イヴァンのこの言葉だけではわからないｌその震言が彼の「人趣の特徴でもある．焦点は神を頂点とす
る体一糸を人間が崩すというところにあるのだろう。
「我在り」の意識を不明の絶対者から与えられたものではないとしたら、そのような絶対者を鰹視するとしたら、
人間の意識は根本から変ってくる筈である．意識をいかに”息花“するかｌイヴァンの関心はむしろそこにあ
る。「我在り」が独立して巨大化すれば、人間は意識の処理に悩ませられることはなくなるであろう。たとえそれ
が錯覚であるとしても、それはそれでよいのではないかというのがイヴァンの考えであろう。「物自体」の世界が
人間にとって一切不明であるとしたら人間は人間で別の、新しい価値を創りだす必要がある。
「神ありやなしや」というような議論は本来無意味であり、必要ならば創りだせばよいｌこの発想の面白味に
ドストエフスキーは意かれた。先人たちとは異なったイヴァンの思想の展開にはこのモチーフが根底にある。人は
神の桂桔を脱して生きるべきであり、人間の一切の責任において「すべては許される」のである。神の支配下で
「許される」かどうか問うことはなんの意味もないことであり、人間自身が自らの別の価値体系を樹てれば済む一」
とである。
時には冷徹にみえるイヴァンの想念には絶対者との絶縁によって人間の生を測砂糸のなか鴛唯ュしていこうとす
る意図が明確に看て取れる。
作家はイヴァンによってこの試みを最後までおしすすめる。「大審問官」はドストエフスキーのこの試行の一つ
の結実である。
Hosei University Repository
8２ 
偲咋家の日割母をみると、「大審問官苣がローマン・カトリックを下敷にしてかかれたことがよくわかる。しか
し、ドストエフスキーは彼の意図とは離れ、ローマン・カトリックイコール無神論の図式を遥かに超えて新しい
価値津妙糸の－－八神によらざる世界の見取図を描いてしまった。ローマン・カトリックはただ話の骨組として利用し
ただけであり、柳作家の日率呰の言説はほとんど跡を留めていない。作家の創造として「大審問壱Ｐが意味をもつ
のは、この相擢感力の飛躍にあるのであろう。大審問官のような「悲劇的な人物が存在してもよいではないか」とい
うドストエフスキーの思いがそこにはこめられている。
「大審問吉巴は「自由」を核にした論議が焦点になっている。人類は「絶対の自由」を求めて長い歴史を引き
ずってきたが、本当はその意味を理解していないのではないかｌその”雲がわかっていないから、それを背
負う目分の能力も測れない。自由ほど「耐えがたいものはなどと知った時、人間は必死になって「自由」の預か
り手を探すｌイヴァンの認識の根底に住人卿の限界に対する苦い思いがある・
イヴァンは地下生活者やラスコーリニコフのように、あからさまに人間を区別はしていないが、「ノーマルな人
間」や「凡人」に大審問官の照準があることは確かであろう。彼らの信仰は信仰ではない。大衆が求めているのは
奇跡であり、神秘であり、教権である。彼らは自由をのぞみながら束縛をねがい、それに依拠しようとしていると
大審問官は見抜いている。民衆に必要なのは神ではなく、保護者であり、パトロンなのだ。大審問官の精神の奥底
にあるのは冷厳な人間認識である。
民衆の願いを聞き、彼らが希求するものを与えるのは、神の役割であり、第二の入神である。イヴァンが悪魔と
の対話で語った入神とは違っていてもやはり「入神とであろう１１イヴァンの「入神」は大審問官の姿をして現れ
る。
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ドストエフスキーが「大審問官」で描こうとしたのは「入神」そのものではない。『カラマーゾフの兄弟』では、
キリーロフの時とは違い、あくまでたとえである。イヴァンの「入神」にいまひとつ迫力が乏しく、暖昧さがつき
まとうのはこの故である。作家は絶対者や絶対者の支配から全く離れた世界１１別の価伴脾僅糸に基づく空間の創造
を試み、その可能性を探ったのである。
民衆は「中間的存在者」たる少数者の苦悩を知らない。「我在り」の意識の処理に悩む少数派の苦悶とは無縁で
ある。問のみあって答のない世界から脱出して、自分が答を与える立場になること以外にいかなる方途があるのか
－－通剰しい価値の創造のみが真の人間を救うとしたら……大審問官はそうしたイヴァンの期待を、また作者の希望
を背潭負っている。
大審問官は民衆の「自由」を預かる。大衆には旧い神と新しい神との区別はない。同じように奇跡を信じ、神秘
に酔い、脆くべき共通の信仰の対象を求めている。彼らの前で人生の意味は確実に保全されているのである。
民衆は空手形になるかも知れないイエスの言葉をただ信じる必要はなくなった。大審問官の裏書を信用すれば足
りるのである。それは本質的には巧妙な詐術であるとしてもそれはそれでよいではないか－１世界に意味がなけれ
ば意味を創りだす必要がある。「大審問官」はイヴァンが創った人工の「意味」である。しかし、心底ではそれを
信じていないのも彼である。
イヴァンは、本当の事は何一つわからない世界でなお「意味」を創ることに疑問をもっている。そうまでして
「意味」を追うことに意味があるのかどうか。反抗から創造へＩそれは自己神への道であっても、その蝋しきを
最も知っているのもイヴァンである。民衆に拠るべきものを与えても、与えること自体は授与者には意味にならな
い。愚鈍な大衆を〃だし“に使った自己満足は「意識」を完全に処理しきるには足りない。新しい価値の創造は一
＊ 
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それは、個人の「意志の完成に到達する精神的幸福」を放櫛し、「潮笑のためにつくられた」哀れな人類を救う
ことに翻意した大審問官がその弁舌の最後にいだくべき〃心理“なのだろうか。当然のことながらイエスは無言で
答えるｌＩ新しい価値体系の創造を目指したならば、その道を進むしかないではないか、評価を求めるのは大審問
官の甘えであり、そこにどんな批評がありえようか。無言はイエスの最大の激励であろう。
れ
て
い
る
。
かつての神とは別に、新しい価値塗官貝う者ほやはり民衆を救わなければならないのだろうかＩＩＬ民衆を救うこ
とになんの意味があろうか。「大審問声Ｐを書きながらイヴァンはこの根本的な問から遁れられない。彼らを〃だ
し“に使うつもりが、その反対なのではないか‐－－大衆の救済は少数者の受難である。大審問官は「たとえ苦い恐
ろしいことでもいいから何か一一一一号てもらいたくてたまらなかった」ｌこの描写にはイヴァンの迷い“があらわ
層深い薦猛にはまりこむ慌隈性を孕んでいる……
ドストエフスキーはこのイヴァンの”迷い“を「尊重」している。第二の価値の虚構性を最もよく承知している
それですべての者は、幾百万の人間はしあわせになるだろうＩｌ彼らを統率する幾十万の者を除いては。な
ぜなら我々だけは、秘密を保持している我々だけは不幸になるからだ。何億かの幸せな幼子と何十万かの善悪
の認識の呪いを背負った受難者が出来るわけだ。彼らは静かに死んでいく、お前の名の下に静かに消えてい
く。そして棺の向うに死だけを見出す。しかし、我々は秘密を守って、彼らの幸福のために天国の、永遠の酬
（６） 
いでもって彼らを意きつけていく。（『カラマーゾフの兄弟』第二満五章五）
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のは彼なのだから。それは真の「意味」の探究を断念し、第二の人工の「意味」を創ったことの寂蓼感でもある。
この世界がただ生成するだけの、非意味の世界であることをイヴァンは深く認識し、「物自体」の世界にかかわる
ことを厳しく自戒したことに彼の哲学の出発点も終着点もある。その狭いレンジから思考が抜け出せないとした
ら、いかなる可能性があるのか。
アリョーシャは、「なにを〃足場“にして生きていくのか」と心配する。この敬虚なゾシマの使徒は兄の「意味」
の断念も「意味」の創造も直観的に理解している。そしてそこには〃出口“がなさそうなことも。
その〃出口“は「カラマーゾフ的な力だ」というイヴァンの言葉をアリョーシャは信じない。それはイヴァンに
は似つかわしくないことを弟は知っている。兄を救うことが出来るのは論理を超えた力である。アリョーシャは人
間の本来の生命力にイヴァン回生の期待をつなぐ。
イヴァンの、ニヒリスト達の最大の弱味が生命への桁外れの執着であることをアリョーシャは見抜いている。彼
らは責欲に生きたいがために生の根拠を執拘に求め、論理に頼ろうとするのだろう。しかも「適切な」論理が見出
せないときには、その論理すら超越する。この油断のならない弟は兄の性情を熟知している。アリョーシャはイ
ヴ
ァ
ン
の
超
論
理
に
賭
け
る
…
…
ぼくは生きたい。だから論理に逆らっても生きるだけだ。たとえ物の秩序を信じないとしても、ぼくにとっ
ては、粘っこい、春、芽を出したばかりの若葉が尊いのだ。瑠璃色の空が尊いのだ。
……ぼくは粘っこい春の若葉や、瑠璃色の空を愛するのだ。それだけのことだ！ここには知性も論理もな
い。ただ肚の底からの愛が、初々しい自分の若い力への愛があるばかりだ。（『カラマーゾフの兄弟』第二篇五
（二Ｉ）
章一二）
「肚の底からの愛」という言葉に弟は賛意を表する。おそらくここには作者の恩入れもある。かってラスコーリ
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この自然の生命との一体感がアリョーシャの言うイヴァンの「前半」を支えていたとしたら、「後半」は何なの
であろうか。ドストエフスキーも明瞭には語っていない。作家が期待したのは、勿論イヴァンが意識の〃罠“から
恒常的に抜出すことであろう。
イヴァンはこの”罠から暴力的に抜け出そうとしているＩ「カラマーゾフ的な力」だと彼が冗談めかして一一一一口
うときイヴァンは、かってスタヴローギンがそうだったように、淫蕩のなかで意識を殺すことを考えていたのであ
ろう。それが「抜け出す」ことに－１人彼の「後半」にならないことは彼目身が一番よく知っている。
点
で
は
蝋
す
る
…
…
一ラフの「ガス燈に光ってまつすぐに降る雪」も、キリーロフの「葉脈の透けてみえる木の葉」も論理を超えて彼
らを支えてきた。奇妙なことにニヒリスト達の根源的な生命感が彼らの論理を裏側から支持し援けてきた。彼らの
生命感はニヒリズムと表裏の関係にある。
冷徹なイヴァンもこの自然の生命への共感を語る時には、不思議に情熱的になる。全編を通じてイヴァンがこれ
ほどなんの計算もなく自分の生地を露にしているところはない。
「我在り」の意識も自然の生命と対時するときには、そこで溶解されるのであろうか。あるいは昇華されるので
あろうか。意識は自然のなかに透入し、｜つになっている。対象たる自然のみあって意識も意識の主体者もその時
イヴァンの悪魔が語る「商家の内儀」への変身願篝意識の質を変えることを意味するｌそれは意識ではな
い意識である。
ぼくが夢想しているのは、何かこう肥った、七プードもある商家のかみざんみたいなものに変身すること
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「我在り」の意識を意識しない意識は、どこかの一点で「黄金時代」人のそれに似ている。意識を意識しない意
識は、対象が形成する意識であり、対象がそのまま我である。それは対象の１－客体の「通りぬけ自由」の、意識
とは言えない意識である。そこには主観も客観もなく、未分のままで間然とするところがない。イヴァンが最後に
憧慢したのはそういう意識であろう。
しかし、それは憧慢のままではないのか。ドストエフスキーは、素朴な商家の内儀の意識も純粋な黄金時代人の
このイヴァンの夢想は冗談のようにみえながら意外に意味をもっている。これまでドストエフスキーの主人公た
ちは小異はあるにしても一様に「意識」の処理を引きずってきたＩＩ誰にとっても”蹟きの石”であった。
自然の生命を勢《機にして「意識」の昇華を考えるにしてもそれだけではやはり足りなかろう。イヴァンのこの願
望は「我在り」の意識の放棄を前提にしている。「意識」の主体自身の意識へのかかわり方を変えるしかないとい
うのがイヴァンの考え方である。
これまで意識はつねに自分自身の、自分だけの意識であった。それはいつも「我」であった。しかし、「我」の
ない意識があったとしたら……商家の内儀の意識は、内儀の「我」の意識ではない。それはその社会の、その周
囲の誰もの意識でもあり、意識として意識されない意識である．その、いわば「吹き抜け」のｌ「透明な」意識
をイヴァンは希求した。
イヴァンの悪夢のなかの願望は、百キロ以上もある商家の内儀に変身して「金輪際一一度と元に戻らない」ことで
ある。厄介な意識と無縁な―仔在になりきることによって、付き纏われてきた「意識」と絶縁することを彼は夢想す
ろ。 だ。しかも金輪際一一度と元に戻らないようにな◎そしてそういう女が信じるものをすべて信じたいのだ。ぼく
（８） 
の理想は新云云に行って減れのない、心でお灯明をあげることだ。（『カラマーゾフの兄弟』第四篇十一章九）
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それもイヴァンには難しいことを知っている。かつてスタヴローギンの「黄金時代」の夢が破れたように、イヴァ
ンも意識そのもの薮熈濁してくる譜妄症に陥る。悪魔との対話－１並醤安そのものにすでにその症状があらわれてい
ることをイヴァン自身も承知している。
「どこの馬の骨ともわから旗い奴のためにｌその未来の調和を艫うために」犠牲になるのは真っ平と宣言した
イヴァンの「我」の意識は最後まで消えていない。作者もそういうイヴァンの純粋性を無理に損なおうとはしな
かった。イヴァンが望むなら、未来のどこかで「調和」が本当に実現した段階で、死せるイヴァンを蘇らせてもよ
いとドストエフスキーは思ってさえいたのであろう。
主観的自己を没して自然と合一し、その理になりきろうとする’’一幕識の「透明化」の問題は次元を変えてゾシ
マ長老のなかで扱われることになる。
〈注〉
（１）Ｖ・バザーノフ他編ドストエフスキー一一一十巻本全集第八巻『白痴』三四四頁『ナウヵ』出版所レニングラート
〆戸、￣、￣、￣、￣、〆白へグー、
８７６５４３２ 
、－〆、＝〆、￣￣〆－戸、-〆、－〆 九
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